



た「二月十八日～十二月二十二日」 （付箋）の自筆にかかる日記一冊である。紀要本集に収載したものは大正三年の二月十八日から五月三十一日までの部分であるが、分載に特段の理由はなく単に分量などの関係に過ぎない。大正三年の残りの部分は（下）として掲載する予定である。筆まめで整理整頓好きな三村竹清の「不秋草堂日暦」 比べれば記述 分量は少ないが、 興味深い記事 多く、 ここに翻刻掲 。近年、三村竹清の「不秋草堂日暦」や「南木芳太郎日記」など、林若樹に親しい趣味家の日記類が紹介されている。興味深いことである。
本翻刻は、十年ほど前に仲間内でぽつぽつ読み始めた家蔵する〔林
若樹の日記〕の一部であるが、そ 後、継続 きずに数年経過 。今回新たに翻字して掲載することにしたのも、右のごとき興味深い機運に誘われ こともある。こうした趣味家の看 しがたい顕著な事績が埋没することで生じる近代の「空白」 （中世資料の近代における逓






















































































































































































































































































































































































































































徳川家 年礼に行くとて幼き時より祖父洞海翁に伴はれて能く通りし道な ば其頃のこと と思ひ出つ元とは畑のみなりしに今数年ふ に通れは家居ヒシ たてつゝきて昔の面影 亡はれつ、線路のふみ切りを越えて左折又右折すれは千駄谷の町に出つ此辺商家多し、尚南へ小路を入りて遠を聞き 行け やかて青山練兵場の酉はつれに出たりこゝよりは知 た 道な 教乞はすして行きつきたり、時を費す と約一時間、種々雅談、 」
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村口主人曰、先日長谷川氏の蔵書中に宋板の古尊宿録ありしが磯部屋主人取りて徳富 へ納めたり此代價三百五十円、此本は浅野梅堂旧蔵書にて明治二年比寺田望南氏金壱円にて［浅野氏より］買取り後三円にうれり後三浦梧楼 の有に帰し没後斎藤に 買取りて長谷川氏に納めたるものな 、明治初年の比 梅堂氏蔵に宋板の通鑑「
「欠」
」本十一冊？あり










































































































































































































































































































































































































のみ及第すれはアト二株 焼きすて三 み配布さるゝなり故に各種を得んとするには年も 金も要するなり、要す 」
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新宿追分に下車すれは和田君あり同行ステーションに至る笑翁、竹清君既にあり六時五十分発車、七時半国分寺下車徒歩府中に向ふ府中迄之一本道、往来ひろく道坦々と い きてもこゝちよし、花 萎して新緑愈緑なり国分寺旧趾の棒杭新に路傍に建てり麦既に穂をぬき桑芽 せり農夫三々圃をかへすを見るこれより彼等繁忙の期に入るなるへし道路に沿ふて柵をめくらし、一廓をなし樹木なと植え込みたるあり既に此辺もそろ／＼「西
」別荘地に買入せしものあるを見る



































れは直ちに座 招して此社に蔵せし神輿につくる古鏡三十面程を出し示す足利よ 徳川氏初期のもの多 直ちに椽側に出」
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数眼鏡















































































































































途中文行堂に立より池の端の骨董舗東堂にて書棚一個を買ふこれは一昨年の暮れ芝の村上忠太郎方にて買入れしものゝ離れと覚しく高四尺程長五尺黒塗にて下部戸棚、中段 一ヶ処 上段に一個扉あり其扉には詩歌を銀まき絵にして金に 訓点を施しあり徳色庵の号一々記しあり此徳色庵といへるは土炊利勝 嗣子
　　
にし
て寛永より万治寛文を経貞享に至りて没せられし方なり 金具の紋なる、ヲモダカ並 水車によりて手かゝ を得て判明せし り昨年なりしか村上主人に会ひし折の話 貴下書棚 賣り 後程もなく店前を寸分違はぬ品を曳き行くものあり ふか く思ひて行先を尋ねしに神保辺の骨董舗にて市にて買取 今引」
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＊
なお、本翻字紹介は、平成
24年度科学研究費の挑戦的萌芽研究
（課題番号：24652049）による研究報告である。
